•違転の前に必ず空清フィルターを取りがけてください。 


• 必ずプレフィルター（緑色）と空清フィルター（表：白色 • 
裏：青色）を取りがけたが態で運転してください。 
取り付けないで運転すると巧障の原因じなります。 


日 空清フィルターヴリーツフィルター) 
の取付け 

1 前面パネルをかす。 

♦突起部（左ち2力所）を押して、手前に引き上げ、 
取りかす。 



2 かタンクをかす。 

♦とつ手を持ち、手前に引き上げ、取リ外ず。 



3ユニット1をかず。 

♦とつ手を持ち、手前に引き上げ、取り外す。 


とつ手 



4脱臭触媒ユニットをかす。 

•とつ手を持ち、手前に引き上げ、取り外す。 



5ま清フィルター巧取り付ける。 


① 空清フィルターの左ちの穴(各5力所）を脱臭触媒ユ 
ニットの左ちにある突起部（を5力巧）に引っかける。 

② 空清フィルターを脱臭她媒ユニ、ソトの上下のツメ 
(4 力戸斤）の下に差し込む。 





バイオお体フィルター(別売品）の取付け 


バイオ貌がフィルタ^を邱 y 巧けな<でち，空気溝謀機 
の機能に支戲まありません。 

1 脱臭触媒ユニットをかず。 

2脱臭触媒ユニット (裏側) にパイオお体フィ 
ルターを 取り付ける。 



•瓶防 A 

• バイオ抗体フィルターは別売品のため、が属されていません。 

ご入用の際は別途お買い求めください。 (►裏表紙) 
•バイオ抗体フィルターはウイルスの除去スピードを速める 
専用フィルクーです。空気が乾燥してウイルスが繁殖しや 
すい冬季などにお使いください。 

• ご使巧済みのバイオ抗体フィルターは不燃物コ'ミとして 
処分してください。 

(材質：ポリエステル/レーヨン系不織布） 

詳しくはお住まいの地域のコ'ミ分別ちまにしたがってくだ 
さい。 


































準備ずる 


曰水タンクの準備をずる 曰各部を取り付ける 


タンクに水を入れなくても、空気漬净運乾はできまず。 

7かタンクのキャップを開ける。 


1 脱臭朋巧ユニットを取0付ける。 

•とつ手を持ち、本体下部の溝 （4 力所）に脱臭«媒 
ユニットの突起部を差し这んで、本体へ押し化む。 



2水タンクに水を入れてキャップを閉める。 


水道水じ(外は使わないでください。 

カビや雑菌が繁殖する原因になるおそれがあります。 


参まわりが水でぬれてもよい場所で作業してください。 

•水タンクに少量の水を入れ、振り洗いしてか6水を 
入れてください。 

お手入れち法は [►22 ぺ—ジ I 



水タンクのキャップは確実に閉めてください。 
水电れの原因となる場合があリます。 


•水の入ったタンクを運ぶときは、タンクのとっ手を 
しっかり持ってください。 

• キャップ中央部の弁には触れないでください。 

クンクの水がこぼれます。 



•温水 (40 で！: a 上)、ア□マオイル、化学薬品、ミちれた水、 
芳香剤や洗剤を入れた水など。 

本体の変おや故障の原因になるおそれがあります。 
•浄水器の水、アルカリイオンが、ミネラルウォーター、 
井戸水など。 

カビや雑菌が繁殖する原因になるおそれがあります。 



2ユニット1を取0付ける。 

♦とつ手を持ち、本体下部の溝 （2 力所）にユニット1 
の奕起部を差し化んで、本体へ押し A む。 



3 水タンクを取り付ける。 

•とつ手を持ち、本体下部の穴に水クンクを差し化ん 
で、 本体へ押し込む。 









































































































4 前面パネルを取り付ける。 

•本体下部の溝にパネル下部のツメ （ 2力所）を差し 
込んでパネルを開じる。 


E 電源プラグをコンセントに 
是し込む 



前面パネルが正しく装着されていないと安をスイッチ 
が作動し、運乾しない場含があります。 fM 6 ページ 1 


つンセント 



• 必ずプレフィルター（緑色）と空清フィルター（表：白色 • 
裏：青色）を取りがけたが態で運転してください。 
取り付けないで運乾すると故障の原因になります。 


く镶用上のお願い> 

♦ 美術轟や擎懒資料などの保孩、業務巧などの特殊巧遠には傑用しないゥ 

(保を蟲®蟲貿低ての原困） 

• 以下のよろな水は使班しない。 

温水 (40 でな上)、ァロマオイル、化学鷄品、巧れた氷、芳香规が就剤を入れた水など 

(本体の裘おや故障の原困） 

淨水器の氷、アルカリイオン水、ミネラルウォーター、并戸水がど 

(カビや雜鹽が繁鶏ずる原鼠） 

•施湿し過ぎない。 

(室巧の錢露やカビが発生ずる原因） 

•凍結に注意する。 

なが章®原摄） 

凍結のおそれがあるときは、水タンクおよな加遜トレーのみを捨てて<ださい。 

♦使わないときは水を捨てる。 

(ミちれず水アカじよリ、カピや雑菌が繁驢し、悪奠の原窗） 

使巧しないときは、水タンクおよびぶ蘿トレ^の水を捨ててくだをい。 























■電源プラグをコンセントじ 
差し込む 


，つンセント 
電源プラグ 


■が灯;1•重 


>運範中に電源プラグを抜いて運転を停止しないでください。 


加湿ランプ 



2 


1 作転入/切 J を押す。 

• 前◎加湿運転を巧っていた場合、自動的に加湿運転を行いますので、い瞄心の)で加湿ランプを消のさせてください。 


2 ( 風 ■ j を巧して風■を切り換える。 

•押すごとに風量が切り換わります。 


►錢自動嗜錢しずか 


啡錢弱啡^標準峰^強峰^夕-ボ 


9 ター巧 W 哗巧粉-^ 



空気の巧れ具合に応じて、自動的に風量 
( r しずか」「弱」「標準」「強」）を調整します。 


微風運転となります。 

就寝中などでの使巧をおすすめします。 


ISS^W 

大風量で空気のミちれをすばやく取り除きまず。 


5分ごとに風量が切リ換わリ、ゆるやかな気流を 
おこして、花粉が床に落ちる前にキャッチしやすく 
します。 


•納巧 

•初期設定は、空気清ミき運転、風量 r 自動」になっています。 

電源プラグをおいた場合や、前面パネルを外して再度運転した場合、また停止した後の次◎運転時は、前◎の運乾内容で運転を 
行います。 











































































































































•運乾中に本体を動かさないでください。水もれ、故障や誤作動の原国になります。 


加湿運超览も、空気清浄運起を 
行います。（加湿の単独運転は 
できません。） 




を巧す。 


2 いの SA / が） を巧して加湿ランプを 
点巧をせる。 

♦ 前回加湿運転を行っていた場合加湿ランプは自動的 
に点化します。 


3 (») を巧して加湿モードを 
切り換える。 

♦ 巧すごとにモードが切り換わりまず。 

◎自動爭錢ノのフル 健撤唯 ◎ のど•はだ^ 

白勤 しつど5日％をめやずに自動で運転 

します。 


パワフル(達撤 


加湿が足りないと感じるとき、また 
は連続して加湿をしたいときに選丰尺 
してください。 


のど•はだ 


のどや肌にやさしいしつどになる 
ようじ自動で運転します。 



加湿フィルクーを必ず取り付けて運転してください。 


4 ( 風量） を巧して風■を切 0 換える。 

• 押ずごとじ風量が切り換わりまず。 

• 「のど•はだ」は風量「自動」じなリます。風量設定は 
できません。 

•風量を設定したい場合は、加湿モードを r 自動」また 
は r パワフル（連続）」じしてください。風量を強く 
すると加湿量电増えます。 

•風量 r 自動」の場を、空気のミちれ具合としつどに応じ 
て、自動的に風量を調節します。 

• 「パワフル（連続)」で風量 r 自動」にした場合、風量 
は「しずか」「弱」にはなりません。 


室内の温度に含わせて、のどや肌にやさしい 
しつどに加湿します。 

乾燥が気になる季節にお使いください。 


•目標しつどじなるようじ風量を自動的に切り換えます。 


• しつどを少し高めに設定しているため、外気温と室内温度 
の差か’大きいと結露しやす< なります。 


■室内のげ態と運転の容 



10 15 20 25 30 


室内温度(で) 


お知らせ^ 


運転中は、水タンクの水が加湿トレーに供給される際にポコポコ音などの音がする場合がありますが、異常ではありません。 

加湿運転中に設定しつどにま幢したり、給水ランプが点なすると、加湿運歸ま停止しまずが、空気清ミき運転はそのまま巧います。 
風■設定により加湿量は異なります。 





































































































































































































































liiHIBlIlim i/MMk mSSM fSSKSm 裹 

O モ人す I 甲巧巧 


A 警告 


I お手入れの前には必ず運転を停止し、 
電源プラグをおく。 

(感電やけがの原因） 


お手入れの隙の各部品の取外しは、数字の順香に巧つてください。 





ふき取り 


22ぺ-ジ 


水洗い 


[►:22ぺ:一鷄:| 


そうじき)水洗い 


0 22ベージ] 


つけおき 


；► 20ベー携 


おしらせランプが点か；[したら、操作パネルでお手入れ箇所を確認してください。 

♦加湿フィルター洗浄ランス空這フイルクー交換ランプ、「ユニット1 • 2」洗ミきランス給水ランプのいずれかが点 W •点滅しています。 



♦取り外した前面パネルは、表面が傷付いたり、裏面の突起部が破損しないようにミ主意してください。 

裏面の突起部は、パネルを開くと電源が r 切」になる安全スイッチの役目をしています。 

破損しますと、運転ができなくなリますのでごを意ください。 






















































加湿トレー、加湿フィルター 
をお手入れする際は、巧に 
の前面パネル、⑤水タンクを 
取り外してください。 




















































さ部の取かし•巧付け 


取外しかた 


1 前面パネルをかす。 

•突起部（左ち2力巧）を押して、手前に引き上げ、 
巧り外す。 


5脱臭触媒ユニットを外す。 

•とつ手を持ち、手前に引き上げ、取り外ず。 




2水タンクをかず。 

•とつ手を持ち、手前に引き上げ、耶リ外す。 



3 プレフィルターをかす。 

•上部の凹部に指を引っかけて手前に引き、左ちの 
ツメ （4 力所）をユニット1の左ちの巧 （4 力巧）か6 
かす。 




4 ユニット1をかず。 

•とつ手を持ち、手前に引き上げ、取り外す。 






前趣バネル 

-ごミ主意- 


水クンクブレフィルター 


対向極す反の取かし、取がけの際は ゴム手袋 
を使巧してください。対向極板、イオン化 
線で手を切るおそれがあります。 


棘轉繼板® 
鑛外し 




ffi 外し 


I 白色と緑色のツマミ部(左ち2力巧)を同時につまんで、対向 
極板を持ち上げてかず。 






























































